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存摩擦則(rate-and state-dependent friction law)が，様々な条件下での岩石の摩
擦挙動を非常によく記述することがわかり，現在，地震学の分野では広く受け入れら
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(2) 
あらゆる瞬間に表面の"状態"というものが定義でき摩擦は状態変数Oの関数として表わ
せると仮定されている.τは勇断摩擦応力 oは法線応力， μは摩擦係数， V*は任意
のすべり速度， μ*はいでの定常すべりにおける摩擦係数，a， b， Lは定数(摩擦パラメ
ータ)である.式(2)は状態の時間変化を記述する発展則であり， Ruina [1983]は









OSS = LIV (3) 
となる.これを(1)に代入すると，定常状態の摩擦は





























v = V* exp{主二竺}
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横堀， 1974]. 図のように外から右方向にτが働くと， τがする仕事の分Qτだ、け見掛けの
エネルギー障壁が下がる. ただしQは活性化容量である.外力の方向にエネルギー障
壁を乗り越えるレートはアレニウス型の速度過程の式




E。-Qτ El¥+Qτr=rT-rT=Dexp( -U ， ~---)-Dexp( -u ，'~---) (9) 




τc = 7:Anom / Ar (10) 
で与えられる.接触部での変形は(8)のτをτcで置き換えた式で表されるだろう.接触部





V = r + 1 = Dlexp(-Eo / kηexp(Qτ'c(t)/ kη(11) 
すべり速度がいになるときの接触部の英断応力 Sを導入する.
V* = Dlexp(-Eo / kDexp(Qs/ kD 
これを使って Vを書き直すと
Q ， A 
V = V *exp{::'(τc(t) -s)} = V * exp{ :. (τー虫色-s)}
kT' '" ， ~ 'kT' Ar(t) 
Q Anom 1_ Ar(t) ~\1 _.V*~~~( Q Anom 1_ Ar(t) = V*exp{一一盟旦(τ一一一~s)} 回 V*exp{一一一旦(τ ー 'AnrJs)} 




の接触面積で， penetration hardnessを p とすると α4nom= pAr(O)の関係がある.構成
則と比較することにより
α kT Ar(O) kT‘..T- Ar(t) 
=一一一一ー-一一=一一一‘ 'V= s-ー一一一




































ふたつのブロックが連動してすべるイベント(doubleasperity failure event， DE)と弱し1方
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di rect effec 
aσIn(V/V') 
V=Vz 
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下する. (d) Double Eventの前にはBl∞k2の強度
φも低下.
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